










































































































































(10)   太郎が部屋に午後３時にいた
     




















(13)   均質的連続的動き（「歩く」「流れる」など）
このように、０次元的状態を１次元的に投射することによって事態を定義しよ










(14)   太郎が部屋に午後３時にいた（修正版）
事象投射理論による叙述類型に関する試論　―時間的限定性と属性叙述―















(15)   「均質的連続的動き」（「歩く」「流れる」）の事象投射構造
　
「〈　〉↑」は関数を表し、↑の下が入力、上が出力である。〈　〉の中は関数
の種類とその素性を示す。PRは投射関数、「1d, ＋連続 , －有界」はこの投射
関数の素性である。0d をこの関数で投射すると［1d, ＋連続 , －有界］実体が
出力として定義される。均質的連続的動きの場合、空間と内的時間の断面は共
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に0d であり、両者が同じ関数によって相同的に［1d, ＋連続 , －有界］に変換
される４。一方、内的時間だけが投射する「滞留」の構造は以下のようになる。









































(ⅱ ) と ( ⅲ ) では現れている時間限定表現は値がプラスのものとのみ結びつく
ので、修飾されているものが内的時間か外的時間か一義的に決定される。(ⅱ )、
( ⅲ ) の例は以下のとおり。































































































リア構造（Pustejovsky 1995, 小野2005, 影山2005, 2008）の中に記載されて
おり、文中で他の要素との単一化が行われる時に呼び起こされ、文全体の意味

























































２  Jackendoﬀ (1996) や岩本（2008）は構造保持束縛を明示的には定義していない。その一
つの方法として、モデル理論を使った Krifka (1998) がある。
３  岩本（2008）では、Jackendoﬀ (1996) の問題に気がついてはいたが、内的時間を BE の
項として表記するまでの変更を行わず、不十分であった。岩本（2011）を参照のこと。
４  変化は非連続的投射によって定義されることになるが、本稿での議論に直接かかわらない
ので、説明は割愛する。興味のある読者は岩本 (2008, 2010, 2011) を参照されたい。
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